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8
形
の
な
い
宝
を
創
り
続
け
る

　

市
内
の
文
化
、歴
史
、人
物
な
ど

に
光
を
当
て
、市
民
が
手
づ
く
り

す
る
舞
台
公
演
。夢
フ
ェ
ス
タ
水

の
里
は
、本
市
の
隠
れ
た
良
さ
を

広
く
紹
介
す
る
、地
域
お
こ
し
事

業
だ
。市
民
が
文
化
活
動
に
参
加

す
る
機
会
を
提
供
し
、本
市
な
ら

で
は
の
芸
術
文
化
の
発
信
を
意
図

と
し
て
い
る
。

　

市
内
の
文
化
・
歴
史
・
人
物
が

題
材
な
の
で
、脚
本
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
。
演
出
に
も
プ
ロ
の
手
は
入
ら

な
い
。
脚
本
だ
け
で
は
な
く
、
役

者
、
舞
台
ス
タ
ッ
フ
、
運
営
や
広

報
な
ど
、公
演
に
関
わ
る
全
て
を
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
今
回
、演
出
に
プ
ロ
が

加
わ
っ
た
。登
米
文
化
振
興
財
団

で
、夢
フ
ェ
ス
タ
を
担
当
す
る
坂

東
美み

葉よ
う

さ
ん
は「
20
年
間
で
、キ
ャ

1貧しさに立ち向かった頃を回想しな
がら、いつまでも南方に豊かな実りが
訪れることを願う嶽内恭諄たち2水田
の区画整理に納得がいかない農民た
ち。村人たちのエゴがぶつかり合う3
豊かな表情で、迫真の演技を見せる子
役たち。年齢性別を問わず、みんなで創
り上げるのが夢フェスタ4舞台は、裏
方も一緒に創っている。プロ顔負けの
メークで演者を引き立たせる5劇中、
郷土芸能が舞台を彩る。伝統文化南方
子ども日本舞踊教室の生徒たちが、舞
踊を披露する6台風の状況が気にな
り、見回りに言った農民。川で流されそ
うになったが、無事だった父に娘が抱
きつく7佐沼郷の一揆勢が大嶽山興福
寺に結集。恭諄は「一揆ではなにも解決
しない」と、必死に説得する8男衆の活
躍は、内助の功があってのこと。南方
村を豊穣の里に変えた陰には、女性た
ちの支えがあった

1

3

4
5

67

ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
も
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
。『
よ
り
良
い
も
の
を
皆
さ
ん

に
届
け
た
い
』と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
た
」と
そ
の
理
由
を
語
る
。

　

プ
ロ
に
演
出
を
任
せ
た
分
、せ

り
ふ
や
時
代
背
景
の
勉
強
に
時

間
を
回
せ
た
。主
役
を
務
め
た
嶽

内
慶け

い

之し

さ
ん
は
「
初
め
て
の
演
技

だ
っ
た
が
、演
出
家
か
ら
の
指
導

が
あ
り
、役
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り

や
す
か
っ
た
」。公
演
終
了
後
、観

客
か
ら
の
拍
手
や
声
援
は
例
年
に

も
増
し
て
多
か
っ
た
。

　

夢
フ
ェ
ス
タ
は
、
先
人
た
ち
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
登
米
市
が

「
全
国
に
誇
れ
る
地
域
」で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
20
年
間
、
こ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
財
団
が
一
つ
に

な
り
、
登
米
市
と
い
う「
形
の
な

い
宝
物
」を
発
信
し
続
け
る
。

「全国に誇れる登米」発信

夢フェスタ水の里

Official 's  Voice

Audience's  Voice



「
第
19
回
Ｉ
Ｂ
Ａ
‐
ｂ
ｏ
ｙ
ｓ
全
国
中

学
生
軟
式
野
球
大
会
」（
公
社
少
年

軟
式
野
球
国
際
交
流
協
会
主
催
）は
３
月

17
、18
の
両
日
、千
葉
県
柏
市
を
会
場
に
開

か
れ
、中
田
中
野
球
部
（
佐
々
木
和
志
監

督
、部
員
20
人
）が
３
位
に
入
賞
し
た
。

　

優
勝
、準
優
勝
チ
ー
ム
は
、台
湾
で
の
環

太
平
洋
大
会
、米
国
で
の
国
際
大
会
へ
の

出
場
権
を
得
る
。か
つ
て
、若
柳
中
野
球
部

を
率
い
て
国
際
大
会
に
出
場
し
た
佐
々
木

監
督
は「
勝
た
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、実
り

の
多
い
大
会
」、副
将
の
佐
々
木（
歩
）と
佐

藤（
健
）は「
優
勝
で
き
ず
残
念
だ
が
、力
を

出
し
切
っ
た
結
果
」と
胸
を
張
る
。

　

初
戦
の
Ａ
Ｌ
Ｌ
三
条（
新
潟
）は
、緊
張

か
ら
か
打
線
が
つ
な
が
ら
な
い
。チ
ャ
ン

ス
は
あ
る
も
の
の
、あ
と
一
本
が
出
ず
、７

回
ま
で
０
―
０
で
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
も
つ

れ
込
む
。８
回
表
、無
死
満
塁
か
ら
、２
番

志
田
が
３
点
適
時
打
を
放
つ
な
ど
５
点
を

先
制
。８
回
裏
、先
発
の
佐
々
木（
歩
）は
イ

ニ
ン
グ
規
制
か
ら
、佐
藤（
健
）に
交
代
。佐

藤
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
場
面
で
も

落
ち
着
い
た
投
球
で
、相
手
を
２
点
に
抑

え
５
―
２
で
初
戦
を
突
破
し
た
。

関
東
の
強
豪
、西
東
京
修
道
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
東
京
西
）と
の
２

回
戦
は
、初
回
裏
に
１
点
を
先
制
す
る
も
、

４
回
表
に
３
点
を
奪
わ
れ
逆
転
を
許
す
。

主
将
の
佐
藤（
雄
）が
県
選
抜
で
の
試
合
に

よ
り
不
在
で
、守
備
に
落
ち
着
き
が
な
い
。

佐
々
木
監
督
は「
あ
せ
ら
ず
我
慢
」と
選
手

に
声
を
掛
け
る
。守
備
陣
が
な
ん
と
か
踏

ん
張
り
、無
失
点
で
切
り
抜
け
る
。５
回

裏
、６
番
今
野
が
２
死
２
、３
塁
か
ら
セ
ン

タ
ー
前
に
弾
き
返
し
、同
点
の
２
点
適
時

打
。６
回
裏
に
は
、１
番
佐
々
木（
歩
）が

セ
ン
タ
ー
前
に
適
時
打
を
放
つ
な
ど
、５

点
を
奪
う
猛
攻
を
見
せ
、８
―
３
で
勝
負

を
決
め
た
。佐
々
木
監
督
は
「
ず
る
ず
る

と
流
さ
れ
ず
、５
回
表
を
抑
え
ら
れ
た
と

こ
ろ
が
成
長
点
」と
振
り
返
る
。

準
決
勝
の
相
手
は
優
勝
候
補
、北
海
道

Ｓ
Ｂ
Ｃ（
北
海
道
）。長
打
力
と
切
れ

目
の
な
い
打
線
、１
４
０
㌔
台
と
高
速
ス

ラ
イ
ダ
ー
を
持
つ
エ
ー
ス
と
固
い
守
備
を

武
器
に
、こ
こ
ま
で
勝
ち
進
ん
で
き
た
。中

田
中
は
惜
し
い
と
こ
ろ
ま
で
攻
め
込
む

も
、０
―
５
で
３
位
に
終
わ
っ
た
。佐
々

木
、佐
藤
両
副
将
は「
全
国
で
勝
つ
に
は
、

全
て
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
」、佐
々
木

監
督
は「
プ
レ
ー
も
だ
が
、全
力
疾
走
で
の

選
手
交
代
な
ど
、見
習
う
点
が
多
々
あ
っ

た
。そ
の
分
、う
ち
の
選
手
に
も
伸
び
し
ろ

が
あ
る
」と
前
を
向
く
。

　

中
田
中
は
、強
豪
校
と
し
て
名
を
は
せ

て
い
る
。部
員
は「
自
分
た
ち
が
野
球
を
で

き
る
の
は
、Ｏ
Ｂ
会
、親
の
会
や
地
域
の
皆

さ
ん
な
ど
の
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
」と
、常

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、厳
し
い
練

習
に
も
音
を
上
げ
な
い
。中
田
中
野
球
部

の
モ
ッ
ト
ー
は「
人
間
性
が
日
本
一
、野
球

も
日
本
一
」。部
員
ら
は
学
業
で
も
、行
い

で
も
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

残
る
は「
野
球
で
の
日
本
一
」。佐
々
木

監
督
は
就
任
直
後
か
ら「
全
国
制

覇
」を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。今
大
会
で
目

標
実
現
に
向
け
て
光
が
見
え
た
。中
田
中

野
球
部
は
、関
わ
る
人
た
ち
全
て
の
思
い

を
燃
料
に
、光
の
方
向
に
走
り
続
け
る
。
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　「登米市段ボールジオラマ防災授業」（ボランティア
サークルぴぃす☆かんぱにぃ主催）は３月18日、迫公民
館で開かれ、市内の中高生 11 人が水害対策などについ
て学びました。
　同防災授業は、子どもたちがまちの防災について学
び、緊急時の対策や意識を高めることが目的。同日は、
防災ジオラマ推進ネットワークの協力で、段ボールの
ジオラマを使用し、佐沼中心市街地の地形について確
認しました。 河原花

か

歩
ほ

さん（17）＝迫町萩洗＝は「自分
たちが住む地域の標高の低さに驚きました。有事の対
策をしっかり考えたい」と防災意識を新たにしました。

生徒らは、準備された防災ジオラマに、水色のテープで浸水地域
を表示。可視化することで、その危険性を再認識しました。

現在４市町は、観光インバウンド（海外旅行者の誘致）などで連携。
今後は多方面で連携し、さらなる発展を目指します。

　登米市・栗原市・岩手県一関市・平泉町の「平成29年度
第２回首長懇談会」は3月25日、登米市津山町の料理旅
館三浦屋で開かれました。
　懇談会は、人口減少、少子高齢化など、さまざまな課
題を解決するため、４市町が県境を越えて実施してい
る話し合いの場。４市町の首長は、それぞれの 30 年度
の予算や今後の方向性や取り組みなどを説明し、情報
を共有しました。熊谷市長は「中身の濃い話し合いがで
き、満足しています。人口減少対策や企業誘致など、「圏
域で連携して取り組めるものは、より一層連携を深め
ていきたい」と力を込めました。

　市と積水ハウス仙台シャーメゾン支店の「包括連携
協定締結式」は３月 14 日、市役所迫庁舎で開かれ、
市と積水ハウス仙台シャーメゾン支店は、市内の住環
境の整備やそれを通じた快適なまちづくりについて協
定を結びました。
　同社は、神奈川県清川村などとの間で同様の協定を
結んでいますが、本県自治体との協定締結は初めて。
協定には、移住・定住住宅の整備、老朽化した市営住宅
の再編や住環境整備を通じたまちづくり支援などが盛
り込まれています。熊谷市長は「この連携を『住みたい
まち登米』の実現につなげたい」と話していました。

協定書を手に、固く握手を交わす川村英
ひで

史
し

支店長（左）と熊谷市
長。川村支店長は「登米市発展に協力したい」と語りました。

　東和町米川９区出身で青年海外協力隊員の鈴木早
さ

希
き

さん（26）は３月22日、市役所迫庁舎を訪れ、熊谷市長に
表敬訪問しました。
　鈴木さんは、本年３月 27 日から２年間、青年海外協
力隊員としてウズベキスタンのブハラで、日本語や日
本の文化などを現地の青少年に指導、伝承します。ブハ
ラは、ウズベキスタンの首都タシュケントの 450 キロ
北東に位置しています。大学時代は日本語教育を専攻。
幼稚園勤務などを経て、このたび青年海外協力隊に参
加を決意しました。鈴木さんは「日本語や日本の文化の
素晴らしさを伝えたい」と目を輝かせていました。

ウズベキスタンの説明をする鈴木さん（中）。「伝えるだけではな
く、多くを学んできたいです」と意気込んでいました。

左：過去最多、約６千人が出場したマラソン。競技として走る人、
風景と食を楽しむ人、仮装して盛り上げる人。風土マラソンには、
さまざまな楽しみ方があります。中：エイドステーションでは、日
本航空の客室乗務員が機内食「蔵王タルト」を配りました。右：ロッ
クミュージシャンに扮して、マラソンを盛り上げるランナー。

　東北の春フェス「東北風土マラソン＆フェスティ
バル2018」（同実行委員会主催）は３月24、25の両日、
長沼フートピア公園を主会場に開かれ、ランナーや
来場者は東北の魅力を楽しみました。
　マラソンは、24日のリレーマラソン、25日のフル、
ハーフなど９部門に、17カ国からこれまで最多の約
６千人が参加。ランナーたちは、コース内のエイドス
テーション（給水所）で、登米市名物のはっと、登米産
牛のステーキ、南三陸町産めかぶのみそ汁や青森県
産リンゴなど、東北の食を楽しみながら、春の長沼を
駆け抜けました。お祭りランの本場、フランスのメ
ドックマラソン同様、仮装するランナーも数多く参

加。今年のテーマは「ラン&ミュージック」で、アイド
ル、マイケル・ジャクソンやベートーベンなど、さま
ざまな仮装で見る者を楽しませました。
　東北の特産品の飲食・物販ブースが並ぶ登米フー
ドフェスティバルには、延べ約５万人が訪れ、東北の
日本酒が勢ぞろいした東北日本酒フェスティバル、
24 日には、酒蔵見学や南三陸の沿岸部を巡る東北風
土ツーリズムが同時開催。横浜市から参加した福井
陵
りょう

太
た

郎
ろ う

君（９）は「トゥモローランで優勝できてうれ
しい。普段はラグビーをしていますが、マラソンも
楽しかったです。食べ物もおいしかったので来年も
出場したいです」と春の登米市に満足していました。



09 082018.5

　市は、市民の皆さんが安心して市民活動に参加できる
よう、市民活動総合補償制度を設けています。この制度
は、自治会、市民活動団体やその他市民活動をしている
人が、無報酬での公益的な活動中にけ
がをしたり、誤って第三者を負傷させ
た場合などの不慮の事故を救済するた
めのものです。
　保険料は市が負担し、保険会社と契
約します。皆さんが事前に加入や登録
の手続きをする必要はありません。

企画部市民協働課（市民活動支援係）
☎ 0220（22）2173　 0220（22）9164

　事故発生から 30 日以内に、最寄りの総合支所市民課
（市が実施した事業での事故は事業担当課）へ、事故報告
書に活動の概要を把握できる資料（通知文、お知らせなど）
を添えて申請してください。

　

市
と
県
は
、「
市
民
参
加
の
新

た
な
森
林
づ
く
り
」
春
の
植
樹
祭

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

植
樹
祭
で
は
、
誕
生
記
念
・
結

婚
記
念
日
な
ど
、
皆
さ
ん
の
そ
れ

ぞ
れ
の
記
念
を
標
柱
に
し
る
し
、

植
樹
す
る「
わ
た
し
の
記
念
植
樹
」

も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

❶

５
月
20
日（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

】
津
山
町「
道
の
駅
津

山
」
も
く
も
く
ラ
ン
ド
駐
車
場

午
前
９
時
30
分

津
山
町
横
山
字
大

萱
沢
地
内

※
集
合
場
所
か
ら
植
林
会
場
ま
で

は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

１
５
０
人（
先
着
順
）

無
料

軍
手
、
長
靴

５
月
11
日（
金
）

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

❷

先
着
40
人

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
記
念
名

（
初
孫
誕
生
記
念
な
ど
）、
標
柱
に

入
れ
る
名
前
を
記
入
の
上
、「
記

念
植
樹
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。産

業
経
済
部
産
業
振
興
課（
林
業
振

興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）
２
７
１
６

０
２
２
０（
３
４
）
２
８
０
１

死sangyoshinko@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

県
内
の
高
校
に
在
学
、

ま
た
は
市
内
在
住
の
高
校
生

❶
１
年
以
内
に
制
作

（
模
写
な
ど
を
除
く
）し
た
油
彩

画
、水
彩
画
、版
画
な
ど
、壁
面
に

展
示
可
能
な
も
の
で
未
発
表
の
作

品
❷
キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ
は
20
〜

30
号
、パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
は
Ｂ
２
〜

Ａ
１
判
❸
作
品
は
額
装
を
基
本
。

奥
行
き
は
６
㌢
以
内（
額
縁
含
む
）

１
人
１
点（
作
品
の

共
同
制
作
は
不
可
）

５
月
８
日（
火
）　

出
品
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
学
校
ご
と
に

取
り
ま
と
め
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

登
米
祝
祭
劇
場
（
小

ホ
ー
ル
）

５
月
31
日（
木
）〜
６

月
３
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午

後
６
時（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

無
料

▼
大
賞
１
点
▼
優
秀
賞
２

点
▼
優
良
賞
４
点
程
度
▼
佳
作
５

点
程
度

６
月
３
日（
日
）午
後
３

時
30
分
〜
／
登
米
祝
祭
劇
場（
小

ホ
ー
ル
）

企
画

部
市
民
協
働
課（
地
域
振
興
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１ 

登
米
市
迫

町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

　

市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、移
住
を

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、定
住

の
地
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

◉❶

／
市
内
に
移

住
・
定
住
す
る
た
め
に
、
住
宅
を

新
築
ま
た
は
購
入
（
取
得
か
ら
１

年
以
内
）し
た
人
に
、
住
宅
取
得

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

▼
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入

転
入
者（
上
限
額
80
万
円
）

転
入
者
以
外（
上
限
額
30
万
円
）

▼
中
古
を
購
入

転
入
者（
上
限
額
60
万
円
）

転
入
者
以
外（
上
限
額
20
万
円
）

▼
加
算
額（
市
内
業
者
が
施
工
し

た
場
合
＝
10
万
円
、中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
場
合
＝
１
人
に

つ
き
５
万
円
）

❷

／
夫
婦
で

市
外
か
ら
転
入
し
、ア
パ
ー
ト
な

ど
を
賃
借
し
た
場
合
に
、
月
額

1
万
５
千
円
を
限
度
に
2
年
間
助

成
し
ま
す（
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が

40
歳
未
満
）

◉
　

市
内
の
賃
貸
、売
却
可
能
な
空

き
家
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
提
供
さ
れ
た
情
報
は
、市
の

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
登
録
し
た

後
、
空
き
家
利
用
希
望
者
へ
お
伝

え
し
ま
す
。
物
件
情
報
の
提
供
お

よ
び
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
物
件
は
、必
ず
賃
貸
借
、

売
買
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い

▼
市
は
、登
録
さ
れ
た
物
件
の
紹

介
や
連
絡
調
整
を
し
ま
す
が
、賃

貸
借
や
売
買
に
関
す
る
交
渉
、契

約
な
ど
の
仲
介
は
し
ま
せ
ん
。仲

介
は
、
市
内
の
提
携
不
動
産
業
者

を
紹
介
し
ま
す

◉
　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
活
用
し

て
空
き
家
を
改
修
す
る
人
に
、
対

象
工
事
費
の
２
分
の
１（
上
限
額

50
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
申
請
額
の
総
額
が
予

算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
。

企
画
部
企
画
政
策

課（
移
住
・
定
住
促
進
係
）／
移
住
・

定
住
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

糸tom
e-life@

city
.tom

e.
m
iyagi.jp

※
登
米
市
の
移
住
・
定
住
支
援
の

詳
し
い
情
報
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https://w

w
w
.city.

tom
e.m
iyagi.jp/shisejoho/

ijuteju/index.htm
l



11 102018.5

 医療局経営管理部
 総務課（人事係）
 〒987－0511登米市迫町
 佐沼字下田中25番地
 （登米市民病院内）
 ☎0220（44）4795

登米市民病院・地域医療連携センター（多目的ホール）
申込書は、医療局経営管理部総務課で配布します（午前８時30分～午後
５時15分［平日］）。郵便で請求する場合は、封筒の表に「応募職種名」、
「採用試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記した 120 円切手が貼っ
てある返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。詳
しくは、市ホームページをご確認ください。

　

東
日
本
放
送
の
主
催
で
開
催
さ

れ
て
い
る「
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
」。今
年
も
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

１
点
。※
応
募
多
数

の
場
合
は
、応
募
内
容
に
よ
り
選

考
し
ま
す

観
光
、物
産
、伝
統
、

人
物
、歴
史
、自
然
な
ど
、登
米
市

の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し
た
未
発

表
の
作
品

25
文
字
以
内

30
秒

ビ
デ
オ
テ
ー
プ（
Ｈ

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
・
Ｈ
Ｄ
Ｖ
）ま
た
は
ビ
デ

オ
デ
ー
タ（
Ａ
Ｖ
Ｉ
・
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

２
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
な
ど
）

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
や
団
体
で
、映
像
制

作
を
職
業
と
し
て
い
な
い
人
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
作
品
の
著
作
権
は

市
に
帰
属
し
ま
す

６
月
29
日（
金
）ま
で

に
❶
氏
名（
団
体
の
場
合
は
団
体

名
と
代
表
者
氏
名
）❷
住
所
❸
電

話
番
号
❹
職
業
ま
た
は
学
校（
学

年
）❺
作
品
タ
イ
ト
ル（
仮
称
可
）

❻
作
品
の
大
ま
か
な
内
容
を
任
意

の
様
式
に
記
入
の
上
、直
接
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い

作
品
は
、９
月
14
日

（
金
）ま
で
に
総
務
部
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

制
作
、編
集
・
加
工

の
費
用
は
、全
て
応
募
者
負
担
と

な
り
ま
す

　

総
務
部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

死koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp

　

こ
の
春
、
第
３
子
以
降
が
小
学

校
に
入
学
し
た
保
護
者
に
、
入
学

祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

５
月
１
日
時
点
で
市
内
に

住
所
を
置
き
、
本
年
４
月
に
第
３

子
以
降
が
小
学
校
に
入
学
し
た
保

護
者

１
人
に
つ
き
３
万
円

４
月
下
旬
に
、申
請
書
と

支
給
要
綱
な
ど
を
小
学
校
を
通
し

て
送
付
し
ま
す
。支
給
対
象
と
な

る
場
合
は
、５
月
31
日（
木
）ま
で

に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
小
学
校
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い

申
請
書
の
内
容
を
確

認
し
て
、後
日
、結
果
を
通
知
し
ま

す

第
３
子
以
降
が
小
学
校

に
入
学
し
て
も
、
該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。支
給
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、支
給
要
綱
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、登
米
市
に

住
所
を
置
き
、第
３
子
以
降
が
他

の
市
町
村
の
小
学
校
に
入
学
し
た

場
合
は
、教
育
委
員
会
教
育
部
学

校
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

　

市
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て

く
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
の

緊
急
情
報
を
、防
災
行
政
無
線
な

ど
で
確
実
に
伝
え
る
た
め
、情
報

伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。全
国

一
斉
で
す
の
で
、皆
さ
ん
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

５
月
16
日（
水
）午
前
11
時

こ
ろ

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

❶

❷

❸

　

市
は
、誰
も
が
活い

き
生い

き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、「
登
米
市
女
性
会
議
」を
設
置

し
ま
す
。

　

同
会
議
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て「
１
０
１
人
女
子
会
」を

開
催
し
ま
す
。カ
フ
ェ
で
お
し
ゃ

べ
り
す
る
よ
う
に
、暮
ら
し
の
こ

と
、仕
事
の
こ
と
、子
育
て
の
こ
と

な
ど
を
自
由
に
語
り
合
っ
て
く
だ

さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
声
は
、登
米
市

女
性
会
議
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。女
子
会
で
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
26
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

南
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

女
性

無
料

立
教
大
学
社
会
学
部
大
学

院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

教
授
／
萩
原
な
つ
子
氏

６
カ
月
以
上
未
就
学
児
。

要
予
約
、先
着
順
。定
員
あ
り
。無

料

各
総
合
支
所
・
公
民

館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
フ

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

※
ウ
ェ
ブ
申
込
み
＝
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら

「
１
０
１
人
女
子
会
」と
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

５
月
18
日

（
金
）

１
０
１
人

企
画
部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動

支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp
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☎

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229（24）2267

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022（212）9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

☎

❶
▶

❷
▶

◉

◉
▶ ▶
　▶ ▶

▶ ▶
▶

　▶ ▶
▶ ▶

☎

㊍
（祝） ☎ ☎

㊎
（祝） ☎ ☎

㊏
（祝） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

　

女
性
医
師
が
、悩
ん
で
い
る

女
性
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。思

春
期
や
更
年
期
の
身
体
的
・
精

神
的
不
調
、家
庭
や
職
場
で
の

ス
ト
レ
ス
な
ど
で
お
悩
み
の
皆

さ
ん
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

５
月
12
日（
土
）午
後
２

時
〜
４
時塩

竈
市
公
民
館（
仙
台

市
に
通
勤
・
通
学
を
し
、仙
台
市

会
場
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
）

無
料（
要
予
約
）

宮
城
県
女
医
会
女
性

の
健
康
相
談
室

☎
０
９
０（
５
８
４
０
）１
９
９
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝http://w

w
w
.m
iya

gi-m
w
a.com

/katsudou.
htm
l

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

㊊
 ☎

㊌
 ☎

㊋
 ☎

㊎
 ☎

㊋
 ☎

◉

☎

◉
　

地
域
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇

用
を
創
出
す
る
た
め
、
創
業
時
、

ま
た
は
創
業
に
向
け
て
の
技
術
取

得
経
費
の
一
部
を
、補
助
金
な
ど

で
支
援
し
ま
す
。

ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
提
出
い
た
だ
き
、

審
査
会
で
選
考
。地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、雇
用
創
出
効
果
の
高

い
も
の
を
採
択
し
ま
す

市
内
で
31
年
３
月
ま
で

に
新
た
な
事
業
を
開
始
す
る
人

※
す
で
に
個
人
事
業
主
で
、
新
た

な
事
業
を
開
始
す
る
場
合
や
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
店
の
オ
ー

ナ
ー
な
ど
、
本
社
か
ら
の
指
示
に

よ
り
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん対

象
者
に
は
❶
＋

❸
、ま
た
は
❷
に
よ
り
支
援

❶

支
援
対
象
期
間（
交

付
決
定
後
〜
平
成
31
年
３
月
15

日
）の
従
業
員
の
人
件
費
、官
公
庁

へ
の
申
請
経
費
、店
舗
な
ど
の
借

り
上
げ
費
、設
備
費
、委
託
費
な
ど

２
件
程
度
。補
助
対
象

経
費
の
４
／
５（
上
限
２
４
０
万
円
）

❷

支
援
対
象
期
間（
交

付
決
定
後
〜
平
成
31
年
３
月
29

日
）の
長
期
技
術
習
得
負
担
金
、

各
種
申
請
費
用
、旅
費
、滞
在
費
、

保
険
料
な
ど１

件
程
度
。補
助
対
象

経
費
の
４
／
５（
上
限
２
４
０
万

円
）

❸

１
％

１
千
万
円

最
長
８
年

市
が
全
額
負
担

５
月
31
日（
木
）ま
で

◉
　

市
内
事
業
者
と
、大
学
な
ど
の

学
術
機
関
が
連
携
し
た
先
進
的
、

実
験
的
な
製
品
・
技
術
開
発
を
支

援
し
ま
す
。市

内
の
農
業
者
、
中
小

企
業
、小
規
模
事
業
者
な
ど

【

市
内
事
業
者
が

大
学
な
ど
の
学
術
機
関
と
連
携
し

て
の
製
品
・
技
術
開
発
、調
査
研

究
・
交
流
活
動
の
設
備
費
、材
料

費
、旅
費
、謝
金
、借
り
上
げ
料
、

分
析
経
費
な
ど

下
請
け

製
造
、仕
入
れ
販
売
専
門
事
業
者

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
開
発
や
研
究

開
発
な
ど
、活
動
領
域
を
拡
大
さ

せ
る
／
機
能
性
・
加
工
食
品
の
開

発
な
ど

補
助
対
象
経
費
の
２
／

３（
上
限
５
０
０
万
円
）

５
月
31
日（
木
）ま
で

◉
　

６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
の

最
新
情
勢
な
ど
の
紹
介
と
、事
例

を
盛
り
込
ん
だ
国
・
県
・
市
の
支
援

施
策
・
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

４
月
26
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

農
業
者
、中
小
企
業
者

❶
講
演「
６
次
産
業
化
を

巡
る
情
勢
と
国
の
支
援
施
策
」「
農

商
工
連
携
を
巡
る
情
勢
と
国
の
支

援
施
策
」❷
農
業
・
商
工
業
関
連
支

援
事
業
概
要
と
活
用
事
例
❸
個
別

相
談
会

無
料電

話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、団
体
名
、住
所
、氏
名
、

参
加
人
数
、電
話
番
号
を
記
入
の

上
「
平
成
30
年
度
国
・
県
・
市
の
補

助
金
等
説
明
会in

登
米 

参
加
希

望
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
産
業
連
携
推
進
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

死sangyorenkei@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

※
要
領
な
ど
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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迫
　スポーツ少年団迫支部（阿部正

まさ

一
かず

支部長）主催の「クリー
ンキャンペーン」は３月21日、迫地区で行われ、28団体の
団員と保護者、指導者など４５０人が清掃活動に参加しま
した。
　当日は晴天に恵まれましたが、冷たい風が吹く中での作
業。分担しながら、迫大東公園や長沼フートピア公園などの
ごみを念入りに集めました。参加者は、愛着ある場所の清掃
活動を通して、環境美化の大切さを再確認しました。

登米
　認定こども園に移行する「登米保育所閉所式」は３月23
日、同所で行われ、園児らは思い出が詰まった学び舎から、
感謝の気持ちを込めて風船を飛ばしました。
　登米保育所は1941（昭和16）年に開所。56（昭和31）年
に日根牛地区へ移転後も、長きにわたり地域の子どもたち
の成長を見守ってきました。４月からは、登米北上こども園
が開園、これまでの登米保育所と北上保育園を再編した幼
保連携型認定こども園になります。

東和
　「第37回東和女性スポーツ大会」（同実行委員会主催、及
川清

きよ

子
こ

大会長）は3月17日、米川公民館で開かれ、約40人
が爽やかな汗を流しました。
　競技は、冬季オリンピック種目のカーリングを、屋内でも
楽しめるようにスウェーデンで考案されたユニカール。米
谷・米川・錦織の地区ごとに13チームを編成し、白熱した
試合を展開しました。勝ち負けにこだわらず、お互いに声を
掛け合い楽しんだ参加者は、親睦を深めました。

中田

豊里
　「サケの放流体験」（北上川漁業協同組合、同豊里支部主
催）は２月20日、豊里水辺の公園で行われ、豊里小の５年
生54人が参加。サケの稚魚を旧北上川に放流しました。
　放流体験は、生き物や自然から、生命の大切さを学んでも
らうことが目的。児童たちは、バケツに入れた稚魚約10万
匹を、雨どいから川に放ちました。小さな体に秘められた力
強さを感じながら、サケが無事に成長し再会することを誓
いました。

石越
　「第23回フットサル石越大会」（石越町サッカー協会主
催、金寛

ひろ

秀
ひで

会長）は3月18日、石越体育センターで開かれ、9
チーム70人が年代を越えて対戦を楽しみました。
　大会は、スポーツの普及拡大と競技力の向上が目的。今年
で23回目を迎え、市内外から愛好家が集結しました。大人
から中学生まで、幅広い年代層の選手たちが白熱した試合
を繰り広げ、選手たちは心地よい汗を流しながら、親睦を深
めました。

津山
　「いきいきシニアセミナー」（津山公民館主催）は３月７日、
津山公民館で開かれ、31人の高齢者が受講しました。
　セミナーでは、登米市民病院の看護師らが身近な健康問題
をテーマに講演。喫煙・受動喫煙が体に及ぼす影響や、お酒
の飲み過ぎが原因の病気などについて、分かりやすく説明を
受けました。生涯、心身の健康を保っていくには、日頃から自
分の健康課題と向き合う必要があります。受講生からは多く
の質問が寄せられ、健康に対する意識を深めました。

米山
　「第35回東京米山会総会」は３月25日、東京都江東区に
あるホテル「アンフェリシオン」で開かれ、都内在住の会員
など75人が出席し、旧交を温めました。
　総会後の懇親会では、久しぶりに会った友人と再会を喜
び、思い出話に花を咲かせました。会場は、地区対抗による
歌合戦や歌謡ショー、お楽しみ抽選会などで大盛り上がり。
「道の駅米山」の物産品も販売され、参加者は懐かしい古里
の味を買い求めていました。

南方
　南方地区の交通死亡事故ゼロ期間が３月５日で５００日
を迎え、佐沼署は９日、市に感謝状を贈りました。
　南方庁舎で贈呈式があり、当日は佐沼署員をはじめ、地区
コミュニティ団体、交通安全関係団体などが出席。佐沼署の
高橋直

なお

嗣
つぐ

署長から、猪岡秀
ひで

博
ひろ

南方総合支所長に感謝状を手
渡しました。猪岡支所長は「地域の取り組みに感謝します。
今後も特に高齢者への啓発を重視し、一日でも長く交通死
亡事故連続ゼロを続けたい」と気持ちを新たにしました。

TOWNS TOPICS

　「夏川堤防敷一斉清掃」（中田地区北上川水系夏川河川愛
護会主催、熊谷憲

のり

雄
お

会長）は３月11日、同河川敷で実施さ
れ、地域の環境美化に努めました。
　一斉清掃は、毎年春と夏に実施。春はごみの収集と草刈
り、枯草焼却作業をしており、会員約３００人が参加しまし
た。堤防には雑草のほか、多くのごみが散乱していました
が、約２時間の作業後には、川面が見渡せるほどきれいにな
りました。
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　登米図書館は、読書推進運動協議会が定める
「こどもの読書週間」に合わせて、イベント「ス
ペシャルカーニバル」を開催します。子どもだ
けではなく大人も楽しめるので、この機会に子
どもの本に触れてください。

４月24日（火）～５月12日（土）
※対象図書が無くなり次第終了

午前９時～午後５時　
登米図書館

登米図書館
☎0220（52）5330

Monthly Hot Communication

Health Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

終了
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Dream
Monthly Hot Communication

2017年10月30日生まれ
南方町・新高石
洋さんの次女

ちゃん（５カ月）

小学３年のほのかお
姉ちゃんが、たくさ
ん面倒を見てくれま
す。二人とも大好き
だよ。

Monthly Hot Communication

Child

2015年６月26日生まれ
迫町・中江
里紗さんの長男

くん（２歳）

Young
Monthly Hot Communication

　178㌢でＢ型です。
　市内の介護施設で働いています。

家族の勧めもあり、介護の仕事に就きたかっ
たので、介護福祉が学べる高校に進学しまし
た。卒業後に就職、仕事の大変さを感じる毎
日ですが、利用者の喜ぶ顔を見ると励みにな
りますね。20 歳になりましたが、十代の頃と
比べ、心境の変化はあまりありません。仕事
をしながら、今まで支えてくれた家族に恩返
しがしたいです。

　わずかなことでも、解決しな
いと落ち着かない性格。短所ならいくらでも
あるけど、自分のことをアピールするのが苦
手ですね。

　バイクが好きで、昨年６月に中型
免許を取りました。父親から譲ってもらった
４００cc のバイクに乗っていますが、全身
で風を感じるのがとても気持ちいいです。

　眼鏡を掛けている女性に
魅力を感じます。早く結婚して、子どもが欲
しいですね。おじいさん、おばあさんにひ孫
を見せて喜んでもらいたいです。

　高校の修学旅行で
行った沖縄での思い出が忘れられません。い
つかまた行ってみたいですね。大阪にあるユ
ニバーサル・スタジオ・ジャパンも行きたい
場所の一つ。ジェットコースターのような乗
り物は苦手ですが（笑）。

　環境、人、おいしい
食材など、いいところがたくさんあり、安心
して暮らせるまちだと思います。もっと市内
のことを知り、ずっとこのまちに住み続けた
いと思っています。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

料理でたくさんの人を
笑顔にしたい

いつも元気いっぱい
で、歌や踊りが大好
き。これからも元気
にたくましく育って
ね。

　ぼくの将来の夢は、おばあさんの店を継
ぐことです。店は食堂をしていて、季節に合
わせてメニューを変えています。おばあさ
んがいろいろ工夫しているので、店に来て
くれたお客さんが、笑顔で食べてくれます。
おばあさんのように、料理でたくさんの人
を笑顔にするのが、ぼくが店を継ぎたい理
由の一つです。それから、忙しい合間を縫っ
て、いろいろしてくれるおばあさんの手助
けをしたいのも、もう一つの理由です。
　おばあさんに夢のことを話すと「喜んで
お願いしたい」と言ってくれました。おばあ
さんにいろいろ教えてもらって、少しでも
おばあさんに近づきたいと思います。おば
あさんの店を継いで、たくさんの人が笑顔
になれる料理が作れるように、いろいろな
ことを頑張っていきたいです。
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Half Century
Monthly Hot Communication

な
れ
初
め
な
ん
て
な
い

よ
ね
。実
家
も
近
く
で
、小
学
生
の

頃
か
ら
知
っ
て
た
か
ら
。

二
人
と
も
高
校
卒
業
後
、

東
京
の
学
校
さ
行
っ
て
、あ
っ
ち

で
も
こ
っ
ち
で
も
会
っ
て
だ
が
ら
、

そ
れ
で
決
め
た
よ
う
な
も
ん
だ
な
。

面
倒
見
が
い
い
ん
だ
よ
。

運
動
ば
り
し
て
き
た
人

で
几
帳
面
。家
の
こ
と
以
外
は
責
任

感
が
あ
る
か
な（
笑
）。

た
ま
に
だ
げ
ど
、車
で
遠
出

し
て
、旅
行
さ
行
ぐ
ご
ど
。孫
の
成

長
も
楽
し
み
。

下
手
だ
げ
ど
、歌
っ
こ
が

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
か
ら
５
月
10
日
ま

で
、
当
道
の
駅
西
側
で「
米
山

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」を
開
催

し
ま
す
。敷
地
約
１
㌶
に
約
10
万

株
、60
種
の
赤
、白
、黄
色
や
ピ
ン

ク
な
ど
、色
鮮
や
か
な
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。花

は
、姉
妹
都
市
の
富
山
県
入
善
町

な
ど
か
ら
球
根
を
買
い
付
け
、育

て
た
も
の
。午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
、１
株
２
０
０
円
、３
株

５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。雨
天

な
ど
の
場
合
は
、販
売
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
は
、次
の
イ
ベ
ン
ト
を

好
き
。迫
コ
ー
ラ
ス「
エ
コ
ー
」で
、

仲
間
さ
入
れ
て
も
ら
っ
て
る
の
。誰

で
も
参
加
で
き
る
し
、毎
週
水
曜
日

に
迫
公
民
館
で
歌
っ
て
る
か
ら
、来

て
み
で
く
だ
さ
い
。

お
茶
っ
こ
会
で
聞
い
だ

げ
ど
、年
取
っ
た
ら「
今教

育

日
行
く
」ど

ご
と
、「
今教

養

日
用
事
」あ
る
ご
ど
が
必

要
な
ん
だ
っ
て
。そ
れ
守
っ
て
、お

父
さ
ん
も
私
も
い
つ
も
出
か
け
て

る
の
。別
々
に
だ
け
ど（
笑
）。楽
し

み
を
持
つ
こ
と
が
大
切
か
な
。

け
ん
か
は
す
る
よ
。ん
だ
け

ど
、次
の
日
ま
で
っ
て
い
う
の
は
な

い
か
な
。お
互
い
の
こ
と
に
口
出
し

し
な
い
ご
ど
。好
き
な
よ
う
に
や
っ

て
も
ら
う
の
が
一
番
だ
な（
笑
）

楽
し
み
を
持
っ
て
好
き
な
こ
と
を

開
催
し
ま
す
。▼
４
月
29
日（
日
）

午
前
９
時
／
第
10
回
東
北
地
区
高

等
学
校
丸
山
相
撲
大
会
▼
５
月
３

日（
木
）午
前
11
時
／
米
山
愛あ

い

子こ

歌

謡
シ
ョ
ー
▼
５
月
４
日（
金
）午
前

11
時
／
よ
さ
こ
い
乱
舞
▼
５
月
５

日（
土
）午
前
11
時
／
宮
野
浅あ

さ

太た

郎ろ
う

一
座
股
旅
舞
踊
シ
ョ
ー

　

道
の
駅
で
は
、地
元
農
家
が
栽

培
し
た
イ
チ
ゴ「
も
う
い
っ
こ
」な

ど
の
新
鮮
な
農
産
物
や
、人
気
商

品
イ
チ
ゴ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
に

も
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

「
万ば

ん

朶だ

の
桜
に
願
い
込
め
」

　

古
里
を
離
れ
て
か
ら
、半
世
紀

が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。年
を

重
ね
る
に
つ
れ
、幼
少
の
頃
を
夢

に
見
て
は
当
時
を
思
い
出
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。今
更
懐
か
し

ん
で
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す

が
、自
然
豊
か
な
古
里
は
、幾
つ
に

な
っ
て
も
優
し
く
語
り
か
け
、力

強
く
抱
擁
し
て
く
れ
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
古
里
は
、か
け

が
え
の
な
い
唯
一
無
二
の
財
産
で

す
。脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

で
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な

心
象
風
景
の
思
い
だ
け
で
は
な
く
、

春
・
夏
・
秋
・
冬
の
明
確
な
自
然

の
輪り

ん

廻ね

が
あ
り
、心
温
ま
る
人
が

い
る
か
ら
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て

思
ふ
も
の
」と
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

さ
れ

て
い
ま
す
が
、私
た
ち
は
と
て
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。い
つ
で
も
帰

る
こ
と
が
で
き
る
古
里
が
あ
る
か

ら
で
す
。こ
の
こ
と
は
、都
会
で
生

活
し
、徒

い
た
ず
ら

に
馬ば

齢れ
い

を
重
ね
て
き
た

か
ら
こ
そ
分
か
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

東
京
迫
会
は
、故
郷
を
共
に
す

る
同
士
の
会
で
、会
員
相
互
の
親

睦
交
流
と
情
報
交
換
、市
歴
史
博

物
館
へ
の
石
碑
の
寄
贈
、農
産
物

の
購
入
、東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
な
ど
、迫
町
に
寄
与
貢
献
す
る

た
め
に
、１
９
８
６（
昭
和
61
）年

に
設
立
し
ま
し
た
。私
も
当
初
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
、

幸
運
な
こ
と
に
今
年
で
33
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。「
黄よ

泉み

の
国
」に
い

る
父
の
遺
産
な
の
か
、よ
く
く
じ

け
ず
に
続
い
て
い
る
も
の
と
感
じ

ま
す
。改
め
て
、支
援
・
協
力
を
頂

い
て
い
る
市
役
所
や
関
係
協
力
団

体
、会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

年
々
歳
々
、東
京
迫
会
の
会
員

は
高
齢
化
が
進
み
、会
員
数
や
総

会
・
懇
親
会
の
参
加
者
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。魅
力
あ
る
東
京
迫

会
に
す
る
た
め
、横
川
会
長
を
筆

頭
に
、役
員
一
同
知
恵
を
出
し
合

い
、奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
東
一
円
に
在
住
す
る
皆
さ
ん
の

入
会
を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。古

里
、鹿
ヶ
城
公
園
の
万ば

ん

朶だ

の
桜
が
、

思
い
が
け
な
い
出
会
い
と
幸
運
を

も
た
ら
し
ま
す
よ
う
に
。

●
６
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所
・氏
名
・電
話
番
号

を
記
入
し
、４
月
27
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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れ
コ
ー
ス
＝
６
月
23
日
❻
バ
リ
ス

タ
コ
ー
ス
＝
６
月
14
日
❼
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
コ
ー
ス
＝
６
月
８
日

❽
マ
ジ
ッ
ク
コ
ー
ス
＝
６
月
14
、

20
、23
日

登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
迫
支
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
５
３
７

登
米
支
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）４
８
８
９

東
和
支
所

☎
０
２
２
０（
４
５
）２
１
３
９

中
田
支
所

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
０
３
０

豊
里
支
所

☎
０
２
２
５（
７
９
）１
１
３
５

米
山
支
所

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
６
４
４

石
越
支
所

☎
０
２
２
８（
３
４
）２
５
０
１

南
方
支
所

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
３
０
３

津
山
支
所

☎
０
２
２
５（
６
８
）２
１
６
１

指
定
給
油
所
で
、給
油
の

で
き
る
利
用
券（
１
枚
千
円
分
）を

交
付
。月
２
枚
ま
で
利
用
可
能（
年

間
最
大
24
枚
）

世
帯
の
住
民
税
が
非
課

税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、内
部
３
級
、療
育
手
帳
Ａ
、精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
で
、自
動
車
を
所
有
し
運
転
し

て
い
る
、ま
た
は
障
が
い
者
の
た

め
に
運
転
す
る
❷
身
体
障
害
者
手

帳
下
肢
３
級
で
、自
動
車
を
所
有

し
運
転
し
て
い
る
❸
療
育
手
帳

Ａ
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
、ま
た
は
18
歳
未
満
で
身

体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、内
部
３

級
の
う
ち
、障
が
い
者
の
た
め
に

運
転
す
る

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
・
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業

の
利
用
者
、社
会
福
祉
施
設
入
所

者
、申
請
時
に
継
続
し
て
３
カ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
人
、生
活
保

護
受
給
者
は
対
象
外
。

普
通
自
動
車
、小
型

自
動
車
、軽
自
動
車
で
４
輪
以
上

※
携
行
缶
な
ど
、対
象
車
両
以
外

の
給
油
は
で
き
ま
せ
ん

各
総
合
支
所
市
民

課
で
随
時
受
け
付
け
、交
付

❶
障
害
者
手
帳

❷
運
転
免
許
証
❸
車
検
証
❹
印
鑑

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

◉

５
月
20
日（
日
）午
前
11
時
〜

▼
午
前
11
時
〜
＝
１
対
１

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
▼

正
午
〜
＝
さ
わ
や
か
な
森
林
の
中

で
ラ
ン
チ
交
流
会

登
米
森
林
公
園（
登
米
町
）

男
女
各
20
人

５
千
円　

20
〜
40
歳
ま
で
の
独
身

男
性

❶
市
内
在
住
、ま
た

は
市
内
勤
務
の
男
性
❷
特
別
講
座

「
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー
」（
事
前
セ

ミ
ナ
ー
）を
受
講
で
き
る
男
性

○
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー
／
男
塾

「
男
を
磨
く
！
会
話
術
」講
座

対
人
力
＆
笑
顔
力
ア
ッ
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
高
野
真ま

弓ゆ
み

氏

５
月
13
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
）ア

ル
テ
ラ
ス
お
お
あ
み

（
迫
町
佐
沼
字
大
網
）

20
人無

料

５
月
５
日（
土
）

Ｎ
Ｐ

О
法
人
ハ
ピ
ふ
るW

edding
☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

※
独
身
者
に
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
も
の
で
、結
婚
相
手
を
紹
介

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉

５
月
20
日（
日
）午

前
10
時
〜
正
午
／
南
方
町
内（
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

開
催
日
５
日
前

ま
で

◉❶
ワ
ー
ド

５
月
８
日（
火
）

❷
エ
ク
セ
ル５

月
15
日（
火
）

受
講
日
前
日
ま
で

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ーＮ

Ｐ

Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み

や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

　

簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
よ

う
勉
強
し
ま
す
。

◉

平
成
31
年
３
月
ま
で
／
毎

週
金
曜
日
／
午
後
７
時
〜
９
時

迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

市
内
在
住
の
外
国
人

年
間
３
千
円

◉

５
月
30
日
〜
７
月
18
日
／

毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）／
午
後
７

時
〜
８
時
30
分

迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

市
内
在
住
者

20
人千

円（
全
８
回
分
）

随
時
受
け
付
け

登
米
市
国
際
交
流

協
会（
月
・
水
・
金
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

死tifa-kokusai@
coda.ocn.

ne.jp

５
月
20
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

５
月
14
日（
月
）

消
防
署
、各
出

張
所
に
あ
る
受
講
申
込
書
を
提
出

い
た
だ
く
か
、電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９　

　

三
幸
学
園
で
は
、地
域
の
特
産

物
を
活い

か
し
た
商
品
の
開
発
・
流

通
・
販
売
ま
で
、一
連
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
で
き
る
人
材
。今
回
、関
連

分
野
へ
の
就
職
実
現
を
目
的
に
、

職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

５
月
31
日（
木
）〜
９

月
28
日（
金
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高
等
学

校（
旧
米
山
高
校
）

無
料（
教
科
書
代
等
は

別
途
自
己
負
担
）

５
月
９
日（
水
）ま
で

15
人

学
校
法
人
三
幸
学

園
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
担
当
＝
佐
藤
・
高
橋
）

☎
０
２
２
０（
５
５
）３
７
７
６

　

さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
身
に
付

け
、地
域
活
動
な
ど
で
役
立
て
て

も
ら
う「
ラ
イ
フ
ア
ッ
プ
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

無
料

❶
パ
ワ
ー

コ
ー
ラ
ス（
ゴ
ス
ペ
ル
）コ
ー
ス
＝

６
月
５
、12
、19
日
❷
カ
メ
ラ
マ
ン

コ
ー
ス
＝
６
月
22
日
❸
指
先
ケ
ア

コ
ー
ス
＝
６
月
15
、19
日
❹
Ｄ
Ｉ

Ｙ
コ
ー
ス（
障
子
・
網
戸
の
張
り
替

え
）＝
６
月
６
日
❺
南
京
玉
す
だ☎

▶

▶

▶

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎



25 242018.5

　

地
域
の
集
会
施
設
建
設
や
改
修

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【

❶
集
会
施
設
の
建
設

お
よ
び
購
入
❷
施
設
の
修
繕
お
よ

び
模
様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

含
む
）、増
築

補
助
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
で
❶
新
築
＝

１
千
万
円
❷
修
繕
、模
様
替
え
な

ど
＝
２
５
０
万
円❶

門
、柵
、植
樹
な

ど
の
付
帯
工
事
費
お
よ
び
購
入
費

❷
用
地
の
取
得
費
❸
既
存
建
物
の

解
体
費
❹
備
品
費
な
ど

平
成
31
年
度
事

業
分
の
要
望
＝
10
月
31
日（
水
）

※
事
前
に
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
対

象
経
費
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

企
画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

芸
術
文
化
団
体
が
主
催
す
る
大

会
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

市
内
で
芸
術
文
化
団

体
が
主
催
す
る
各
種
大
会（
音
楽
、

伝
統
芸
能
、美
術
、文
芸
な
ど
）で

全
国
的
な
規
模
で
実
施
す
る
も
の

次
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
と
し
、50
万
円
を
上

限
❶
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
❷
補
助
対
象
額（
全
体
経
費

か
ら
協
賛
金
を
除
く
諸
収
入
を
控

除
し
た
額
）の
２
分
の
１
以
内
。

た
だ
し
、協
賛
金
が
上
回
る
場
合

は
、補
助
対
象
額
か
ら
協
賛
金
を

控
除
し
た
額

平
成
31
年
度
事

業
分
の
要
望
＝
９
月
28
日（
金
）

※
事
前
に
、提
出
書
類
な
ど
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

企
画

部
市
民
協
働
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

大
麻
や
一
部
の
ケ
シ
は
、法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
シ
は
、春
か
ら
夏
に
か
け
て

色
鮮
や
か
で
美
し
い
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
に
は
、

園
芸
用
の
も
の
と
外
観
が
似
て
い

る
品
種
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

不
正
大
麻
や
ケ
シ
は
犯
罪
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。不

正
栽
培
、自
生
し
て
い
る
も
の
を

発
見
し
た
と
き
は
、保
健
所
や
警

察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登
米
保
健
所（
食

品
薬
事
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

指
定
タ
ク
シ
ー
で
利
用

で
き
る
利
用
券（
１
枚
小
型
タ
ク

シ
ー
基
本
料
金
分
）を
交
付
。月
４

枚
ま
で
利
用
可
能（
年
間
最
大
48

枚
）

本
人
の
住
民
税
が
非
課

税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

級
で
、在
宅
酸
素
濃
縮
器
か
車
椅

子
を
常
時
利
用
し
て
い
る
❷
療
育

手
帳
Ａ
❸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
・
２
級

※
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
・
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業

利
用
者
は
対
象
外
。

各
総
合
支
所
市
民

課
で
随
時
受
け
付
け
、交
付

❶
障
害
者
手
帳

❷
印
鑑

※
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
市

内
に
転
入
し
た
場
合
、前
住
所
地

の
市
区
町
村
か
ら
、住
民
税
の
課

税（
非
課
税
）証
明
書
を
取
り
寄

せ
、申
請
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

償
還
期
間
13
年（
据

置
期
間
６
年
）年
賦
・
半
年
賦
で
償

還

】年
１
・
５
％（
連
帯
保
証
人

が
い
る
場
合
は
無
利
子
）

被
害
程
度
に
応

じ
、最
高
３
５
０
万
円

世
帯
の
所
得
合
計
に

よ
る
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

　

東
日
本
大
震
災
で
、住
居
の
被

害
な
ど
を
受
け
た
世
帯
の
再
建
資

金
を
貸
し
付
け
る「
災
害
援
護
資

金
貸
付
金
」の
受
付
期
限
が
１
年

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

平
成
30
年
４
月
分
か
ら
平
成
31

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
６
３
４
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め

ら
れ
ま
す
。納
付
書
払
い
以
外
の

納
付
方
法
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
た
も
の
、便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、納
付
期

限
ま
で
に
保
険
料
が
納
付
さ
れ
な

い
場
合
、電
話
、文
書
、訪
問
に
よ

り
早
期
納
付
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
り
督
促
。

指
定
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
、延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、納
付
義
務
者（
※
）の

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。早
め
の
納
付
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
が
少
な
い
た
め
な
ど
、納

付
が
困
難
な
理
由
が
あ
る
場
合

は
、免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、市
役
所
各
総
合
支
所
市
民

課
国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
納
付
義
務
者
は
、被
保
険
者
本

人
、連
帯
納
付
の
義
務
を
負
う
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

㊋

㊍

◉

☎

㊋

㊐

◉

☎

㊏
（祝）

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎

◉
❶ ❷

☎

㊐

◉

☎

下田中53番地8
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❶
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

❷
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

❸
石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

❹
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

❺
登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

❻
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

❼
南
方
分
室

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

❽
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

❾
豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
登
米

市
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
長
寿
介
護
課
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

相
談
は
完
全
電
話
予
約
制
。
前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

　　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
水
道

加
入
金
、各
種
手
数
料
の
減
免
措

置
を
、平
成
30
年
度
も
継
続
し
ま

す
。

❶
水
道

加
入
金
❷
給
水
装
置
工
事
設
計
審

査
手
数
料
❸
給
水
装
置
工
事
し
ゅ

ん
工
検
査
手
数
料
❹
道
路
占
用
申

請
事
務
手
数
料

東
日
本
大
震
災
で
居
住

す
る
住
宅
が
、り
災
証
明
書
に
よ

り
全
壊
、大
規
模
半
壊
と
判
断
さ

れ
、市
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
住

宅
を
新
築
・
改
造
す
る
人

全
額
と
し
ま
す

給
水
装
置
工
事
申
込

書
、り
災
証
明
書（
写
し
）

平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で

水
道
事
業
所
水
道

管
理
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

登
米
市
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
と
よ
ま　

☎
０
１
２
０（
５
３
１
）１
６
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

現
在
、佐
沼
警
察
署
の
外
壁
等

改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

期
間
は
５
月
25
日
ま
で
。来
客
者

駐
車
場
は
庁
舎
南
側
で
す
が
、工

事
関
係
車
両
が
通
行
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、足
場
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、通
行
の
際
は
頭
上
を
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

佐
沼
警
察
署
会
計

課☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く
何
も
や

ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
」「
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
け
ど
、ど
う
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」「
病
院
に
連
れ

て
行
き
た
い
け
ど
本
人
が
行
き
た

く
な
い
と
言
っ
て
い
る
」な
ど
、気

に
な
る
こ
と
や
困
り
ご
と
が
あ
る

と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。精
神

科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

５
月
25
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

い
た
だ
き
ま
す
。

５
月
24
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川

年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

５
月
25
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

５
月
22
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

学
業
、不
登
校
、い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。経
験
豊
か
な

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、教
育

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
専
用
電
話
も
用
意

し
て
い
ま
す
。視

聴
覚
セ
ン
タ
ー

（
２
階
教
育
相
談
室
）

※
来
所
の
際
は
、直
接
２
階
教
育

相
談
室
に
入
室
く
だ
さ
い
。

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

登
米
市

教
育
研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

◉
　

古
民
家
で
庭
園
を
眺
め
な
が

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（平成30年３月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,592 10,026 10,606 20,632 （▲146）

登米 1,800 2,330 2,538 4,868 （▲37）

東和 2,388 3,174 3,298 6,472 （▲26）

中田 5,080 7,671 8,024 15,695 （▲85）

豊里 2,140 3,303 3,358 6,661 （▲15）

米山 2,814 4,512 4,695 9,207 （▲35）

石越 1,589 2,457 2,488 4,945 （▲24）

南方 2,676 4,229 4,422 8,651 （▲12）

津山 1,175 1,598 1,747 3,345 （▲18）

合計 27,254 39,300 41,176 80,476 （▲398）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　 ゴールデンウィークの時期は、渋滞や長距離運転が要因
の漫然・過労運転などによる交通事故の増加が予想されま
す。運転の際は、「急がず」「慌てず」「時間にゆとりを
持って」、運転に集中しましょう。

（平成30年３月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H30 H29 増減数

人身事故
発生件数 36件 58件 ▲22件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 45人 78人 ▲333人

物損事故
発生件数 495件 403件 92件

※平成30年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.03 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

☎

㊋、 ㊌、 ㊍

㊋、 ㊍、 ㊍

ら
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

５
月
３
日（
木
・
祝
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時

旧
亘
理
邸

４
０
０
円（
抹
茶
・
和
菓

子
代
）

不
要

※
和
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
、終

了
と
な
り
ま
す
。

◉
　

１
９
２
０（
大
正
９
）
年
８
月
、

民
俗
学
や
言
語
学
な
ど
で
優
れ
た

研
究
を
残
し
た
ロ
シ
ア
人
ニ
コ
ラ

イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
は
、南
方
村
の

高
橋
清せ

い

治じ

郎ろ
う

に
導
か
れ
、オ
シ
ラ

さ
ま
や
巫
女
、ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
な

ど
、地
域
の
民
間
信
仰
や
伝
承
を

書
き
留
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、ネ

フ
ス
キ
ー
の
書
簡
か
ら
二
人
の
研

究
と
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

５
月
４
日（
金
・
祝
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

歴
史
博
物
館（
研
修
室
）

20
人無

料

必
要

◉
　

簡
単
に
折
れ
る
こ
い
の
ぼ
り
型

の
箸
袋
が
、こ
ど
も
の
日
の
食
卓

を
彩
り
ま
す
。お
子
さ
ん
を
喜
ば

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
５
日（
土
・
祝
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

歴
史
博
物
館（
ホ
ー
ル
）

無
料

不
要

◉
　

今
回
の
て
く
て
く
歩
き
は
、佐

沼
城
と
周
辺
の
史
跡
を
巡
り
ま

す
。当
日
は
歩
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

５
月
６
日（
日
）午
後
１
時

〜
３
時（
少
雨
決
行
）

歴
史
博
物
館

歴
史
博
物
館
〜
佐
沼
城

本
丸
〜
西
舘
〜
御
陣
場
山
〜
首
壇

〜
歴
史
博
物
館

※
小
学
生
以
下
が
参
加
す
る
場
合

は
、保
護
者
も
ご
同
行
く
だ
さ
い
。

10
人無

料（
飲
み
物
な
ど
は

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

必
要

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１



編

集

後

記

▼
広
報
誌
の
発
行
は
、市
民
や

関
係
者
、上
司
、同
僚
、印
刷
屋
の

皆
さ
ん
な
ど
、オ
ー
ル
t
o
m
e

の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。今
号
を
最

後
に
異
動
す
る
こ
と
に
。万
感
の

思
い
を
胸
に
、関
わ
っ
た
全
て
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
ペ
ン
を
置

き
ま
す
。（
及
川
）

▼
４
月
か
ら
別
部
署
に
異
動
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
２
年
間
た
く

さ
ん
の
人
に
ご
迷
惑
を
か
け
な

が
ら
も
、支
え
ら
れ
た
こ
と
に
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
千
葉
）

▼
三
寒
四
温
を
繰
り
返
し
、ま
た

新
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。広

報
担
当
者
も
、新
メ
ン
バ
ー
に
変

わ
り
ま
す
。環
境
の
変
化
が
速
す

ぎ
る
時
代
で
す
が
、変
わ
ら
な
い

登
米
市
の
良
さ
を
、こ
れ
か
ら
も

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
）

▼
新
し
く
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。初
取
材
は
認
定
こ
ど

も
園
の
入
園
式
で
し
た
が
、園
児

以
上
に
緊
張
し
ま
し
た
。初
め
て

の
広
報
担
当
で
す
が
、子
ど
も
た

ち
に
負
け
な
い
よ
う
成
長
し
て

い
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
小
野
寺
・高
橋
・三
浦
）
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　「体中の血が騒ぎ、心が震えました」と振り返る若
葉さん。母が経営する喫茶店で「すこっぷ三味線」の
生演奏を聴き、その場で演奏者に教えを仰いだ。
　すこっぷ三味線は、宴会芸として始められたのが
起源とされている。スコップを三味線、栓抜きをば
ちに見立て、曲に合わせてたたいたりこすったりす
る。「簡単そうに見えますが、きれいな音はなかなか
出ません。悔しくて、来る日も来る日も練習に明け
暮れました」と間口の広さと奥深さを話す。
　弟子入りして間もなく、師が脳梗塞で倒れる。同
門の弟子らと代打でイベントなどに参加するが、師
との違いは明白。日の浅い演奏者に送られた拍手は
ごくわずかだった。それでも腐ることなく、練習と
本番の日々を繰り返していった。

　名が売れ始めた17年12月、青森県五所川原市で
開かれた「第11回すこっぷ三味線世界大会」に出場
する。曲は「津軽情話」。この日のために何百回と繰
り返し練習を重ねてきた。左手で棹

さお

をつかみ、曲に
合わせ上下させる。独特のばちさばきで、スコップ
とは思えない音色を奏で、客席からたくさんの歓声
と拍手が送られた。結果は優勝。「真っ先に先生の顔
が浮かんだ。あの時の師の演奏が、ここまで私を連
れて来てくれました」。
　現在は指導する立場になり、生徒の数も増えてい
る。「すこっぷ三味線のルーツは、和の伝統文化。伝
統文化の素晴らしさを、スコップと栓抜きで多くの
人に伝えたい」。若葉さんの歩いた後には、新芽が出
始めている。

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/
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